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協 議 事 項

コロナ禍におけるがん検診の受診率向上について



（協議事項）

今年度当初，新型コロナウイルス感染症の影響により，がん検診の受診控え

や検診の延期等により，検診者数の減少が言われていた。

市町村は，適切な感染防止対策を行った上で，がん検診の実施を再開した

と聞いており，また，県としても，がん検診の受診を周知啓発しているが，

さらなる検診の受診率向上を図るためにどのような方策を行えばよいか御協議

いただきたい。

１ 現状

今年度当初，緊急事態宣言の発出により，市町村は検診の延期等の措置

を行ったと聞いているが，現在，再開されており受診者数は徐々に増加し

てきている。

（参考） 市町村実施のがん検診受診者数

受診者数 受診者数

（R2.７月末時点）（R1.７月末時点） 対前年度比

県全体

受診者数 100,149 189,722 52.8％

（R2.9 健康増進課調べ）

受診者数 受診者数

（R2.12月末時点）（R1.12月末時点） 対前年度比

検診区分 集団 個別 集団 個別 集団 個別

県全体

受診者数 309,594 32,569 353,847 35,257 87.5％ 92.4％

（R3.1 健康増進課調べ）

２ 県の取組

・「がん征圧月間」（９月）における普及啓発

マスコミキャラバン，ラジオ・テレビ等を活用した周知，Web広告,

新聞掲載,県庁18階へのパネル設置 等

・「ピンクリボン月間」（10月）における普及啓発

ピンクリボンツリー設置セレモニー，街頭キャンペーン，PR看板設置

関係機関へのポスター，リーフレットの配布
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